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１１１１．．．．序序序序文文文文

　

手話通訳者養成講座は、平成８年度からスタートした。

神奈川県知事認定の手話通訳者試験への合格をめざす為の講座である。

本年度は、当養成講座から初の合格者を出すことができた。

今日、聾者の基本的人権の保障に手話通訳は欠かせない存在である。

聴覚障害者にとって、手話通訳は情報保証、コミュニケーション保証への橋渡し役であ

る。

見えない障害者である聴覚障害者の福祉は理解されず、聴覚障害者の福祉は「コミュニ

ケーション保証」および「情報保証」であることもなかなか理解されていない。

一目で分かる他の障害者と比べて聴覚障害者に対する福祉の理解は大きくおくれている

状況である。

聴覚障害者にとって福祉は自ら勝ち取る歴史であり、この手話通訳者養成講座も聴覚障

害者自身がその必要性を鑑み自ら始めたということで同じものである。

手話通訳の必要性が一般化しはじめたのは１９６０年代（昭和３５年）代になってから

である。それ以前には、社会の一般的な問題とはなりえず、行政の側にも手話通訳に関す

る認識は薄いものであった。

また、「手話ができること」と「手話通訳ができること」の区別への認識が明確でなか

った。

今日、手話通訳は、高度に専門性を有する職業であるとの認識も徐々に高まってきてい

る。

平成 11年は、聴覚障害者を差別していた公正証書遺言（民法９６９条）および相続法が

改正され、手話通訳を介することで公正遺言証書の作成が可能となった。聴覚障害者、手

話および手話通訳者が社会へ広く認知されてきたことの証であろう。

幸いに秦野市から当講座の必要性を理解頂き、平成１０年度からは委託金がでている。

大きな朗報であるとともに、更に聴覚障害者への理解、手話通訳者に対する理解が市民へ

広がることを願ってやまない。

　

これまでの経過

　平成８年度：手話通訳者養成講座スタート

　平成９年度：手話通訳者と合同で運営（講座回数：年間 16回）

　平成 10年度：講座回数：年間 20回

　　　　　　　秦野市から養成講座に委託金がでる（H10,H11年度）。

　平成 11年度：講座回数：年間 20回

　　　　　　　初の合格者がでる
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平成 11年度　手話通訳者養成講座受講者名簿
平成 10年度からの引き続き　５名
平成 11年度新規受講生　　　６名

１．平成 10 年度からの引き続き　受講生

　（１）北村冷子

　　〒258-0018
　　足柄上郡大井町

　　FAX 0465-

　

　（２）永島優子

　　〒259-1134
　　伊勢原市

　　FAX　0463-
　

　（３）生川玲子

　　〒259-1317
　　秦野市

　　FAX　0463-

　（４）福田元子

　　〒259-1143
　　伊勢原市

　　FAX　0463-
　

　（５）眞舘光枝

　　〒257-0031
　　秦野市

　　FAX　0463-
　

計　11名
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２．新規受講者

　（６）重田彰子

　　〒259-0142
　　 中井町
　　FAX 04565-

　

 （７）杉本菊子
　　〒250-0055
　　小田原市

　　FAX 0465-

　 
（８）田村亜紀

　　〒257-0048
　　秦野市

　　FAX 0463-

（９）中村たや子

　　〒250-0054
　　小田原市

　　FAX 0465-

（10）森下まゆみ
　　〒250-0875
　　小田原市

　　FAX 0465-

　（11）八坂　悟
　　〒229-0037
　　相模原市

　　FAX 090-



３．出欠状況一覧３．出欠状況一覧３．出欠状況一覧３．出欠状況一覧

講座 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０１１１２１３１４１５ １６ １７ １８ １９ ２０
No. 氏名 4/12 4/26 5/10 5/24 6/7 6/21 7/5 7/19 8/2 8/9 8/309/6 9/20 9/27 10/4 10/18 10/25 11/1 11/8 11/15 出席回数

1 北村　冷子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20
2 永島　優子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 18
3 生川　玲子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20
4 福田　元子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × 8
5 眞舘　光江 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 18
6 重田彰子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × × ○ ○ × ○ ○ 15
7 杉本菊子 ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17
8 田村亜紀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × 14
9 中村た や 子 ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ 12
10 森下まゆ み ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × 15
11 八坂　悟 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 14
出席者数 11 11 11 8 10 8 10 8 8 7 8 10 9 8 8 9 8 5 7 8

４．通訳試験受験状況４．通訳試験受験状況４．通訳試験受験状況４．通訳試験受験状況

４．１　神奈川県手話通訳者試験（平成11年11月13日）

神奈川県手話通訳者試験
No. 氏名 受験資格 申込 受験 結果
1 北村　冷子 ○
2 永島　優子 ○
3 生川　玲子 ○
4 福田　元子 ○
5 眞舘　光江 ○
6 重田彰子 －
7 杉本菊子 －
8 田村亜紀 －
9 中村た や 子 －
10 森下まゆ み －
11 八坂　悟 －

（注）神奈川県手話通訳者試験は ,事前に ろ うあ セ ンタ ーの 手話通訳者養成コ ース
　　 に 合格しな い と受験で きな い 。

最終結果：

神奈川県手話通訳者試験合格者　1名神奈川県手話通訳者試験合格者　1名神奈川県手話通訳者試験合格者　1名神奈川県手話通訳者試験合格者　1名

－ － －
－ － －
－
－
－
－

－
－
－
－

－
－
－
－

○ ○
○
○
○
○

－
○ ○
－

－

－
－

－
○
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５．年間スケジュール５．年間スケジュール５．年間スケジュール５．年間スケジュール

「手話通訳者養成講座」は、４月から１１月までの期間に計２０回実施している。

　年間スケジュールは以下のとおりである。

平成

11年

２月 平成 11年度　手話通訳者(士)養成講座の募集案内を配布

（配布先：秦野市聴覚障害者協会会員、手話サークル）

３月 3/20 平成 11年度　手話通訳者(士)養成講座申込み者面接

（保健福祉センター、秦野市聴覚障害者協会役員が実施）

手話通訳者手話通訳者手話通訳者手話通訳者((((士士士士))))養成養成養成養成講講講講

座座座座（全（全（全（全 20202020回）回）回）回）

４月４月４月４月 4/12､4/26

５月５月５月５月 5/10､5/24 5/185/185/185/18～～～～5/285/285/285/28

　神奈川県手話通訳者養成講習会応募期間　神奈川県手話通訳者養成講習会応募期間　神奈川県手話通訳者養成講習会応募期間　神奈川県手話通訳者養成講習会応募期間

6/16/16/16/1～～～～7/317/317/317/31

　第　第　第　第 11111111回手話通訳士試験申込期間回手話通訳士試験申込期間回手話通訳士試験申込期間回手話通訳士試験申込期間

６月６月６月６月 6/7､6/21

７月７月７月７月 7/5､7/19

８月８月８月８月 8/2､8/9､8/30

９月９月９月９月 9/6､9/20､9/27

10101010 月月月月 10/4､10/18､10･25 10/10/10/10/3333手話通訳士試験手話通訳士試験手話通訳士試験手話通訳士試験（１次試験）（１次試験）（１次試験）（１次試験）

11111111 月月月月 11/1､11/8､11/15 11111111////13131313    神奈川県手話通訳者試験神奈川県手話通訳者試験神奈川県手話通訳者試験神奈川県手話通訳者試験

11/211/211/211/28888    手話通訳士試験手話通訳士試験手話通訳士試験手話通訳士試験（２次試験）（２次試験）（２次試験）（２次試験）

12月 反省、来年度打合せ（月１回）

平成

12年

１月 反省、来年度打合せ（月１回）

２月 反省、来年度打合せ（月１回）

平成 12年度　手話通訳者(士)養成講座の募集案内を配布

（配布先：秦野市聴覚障害者協会会員、手話サークル）

３月 反省、来年度打合せ（月１回）

平成 12年度　手話通訳者(士)養成講座申込み者面接



６．講座実施日一覧　
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７．カリキュラム内容説明７．カリキュラム内容説明７．カリキュラム内容説明７．カリキュラム内容説明

　講座カリキュラムは、神奈川県ろうあセンターが行う「神奈川県手話通訳者試験」の試

験内容に合わせ行っている。

１．講座種別

(1)聞き取り通訳

(2)読み取り通訳

２．講座の進め方

講座は、ろうあ者講師１名、健聴者の講師１名で行っている。

「読み取り通訳」の講座の時は,別に手話通訳者が１名つき、受講生の読み取った内容（音

声語）を手話で、ろうあ者講師に伝える.

表　講座種別の説明

No.No.No.No. 種別種別種別種別 内容内容内容内容

１ 聞き取り通聞き取り通聞き取り通聞き取り通

訳訳訳訳

講師が予め日本語の文をカセットテープへ吹き込んでおく。

　受講生は、カセットテープの内容を聞き手話に変換する。

講師二人が、受講生の手話をチェックする。

聞き取り通訳時のビデオ撮り：

　　昨年度の反省会で、受講生から聞き取りの時の自分の手話をビデオでみてチェッ

クしたいとの声があった。平成 10年度は、３回実施した。

使用教材・機材 ・「テーマ」別に、日本語（音声語）を吹き込んだテープ

・カセットデッキ、ビデオカメラとモニター（ビデオ撮りのとき）

写真　「聞き取り通訳」講座風景

　

　　　　　　

ろう者講師
受講生
（テープをを
聞き取り、手
話 へ 変 換 す
る）

健聴者講師

手話通訳者

テープ担当者
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２ 読み取り通読み取り通読み取り通読み取り通

訳訳訳訳

ろう者の手話をビデオテープに録画しておく。

（テーマごとに録画、音声は入っていない。）

　受講生は、ビデオを見てそれを音声日本語に変換する。

　講師二人が、受講生が正しく手話を読み取っているかチェックする。

　ろう者の講師には、手話通訳がついており、受講生の読み取った内容

を通訳する。

使用教材・機材 ・「テーマ」別に、ろう者の手話を撮ったビデオテープ

・ビデオデッキ、モニター

　

　　　　　　　　　　　写真　「読み取り通訳」講座風景

　　　　　　　　　

ろう者講師

受講生
（ろう者のビ
デオを読み取
り、日本語文
へ変換する）

手話通訳者講師

手話通訳者
（受講生の音声
を、手話へ変換）

テレビ＋ビデオ
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８．講座実施報告８．講座実施報告８．講座実施報告８．講座実施報告

講座１　実施報告

担当者 　千田

日時 4月 12日（月）PM6時 45分～8時 45分 講師　嵩（良），長南 通訳者 －

テーマ 聞き取り「自己紹介」 出席数 11名 欠席数 ０名

ねらい テープ 担当　石渡

時間 学習内容及び指導方法 備考

6：45 1. ２つの文章を６つに区切り表現してもらう

2. 今回は昨年度から引き続き講習会に参加している受講生に表現し

てもらい、やり方を見てもらうことにした

①真舘　１分 25秒

②福田　１分 50秒

③生川　１分

① の表現ののち、文章を配布し、嵩（良）が説明。長南補足説明。

①、②、③通して嵩（良）が表現（文章にこだわらず表現してもら

う）

休息

④ 北村　１分 25秒

⑤ 永島　１分 10秒

⑥ 真館　１分

①、②、③に同様　嵩（良）説明。長南補足説明。

④、⑤、⑥　嵩（良）表現してもらう。

8：15 終了

8：15 － 8：45　反省会反省

評価 ・ 時間があったら、残りの人達にも表現してもらう予定だったが、時間が足りなかった。

・ テープの音が聞きにくかった。

・ 新しい受講生にはテープの音を聞いて、表現したことがない人がいるようなので、今回

の文章をテープ吹き込みして練習するように話しておいた。

確認事頃 ・全体をレベルアップするのではなく、あくまでも合格者がでるように指導することを目

標とする。

　　



４／１２　聞き取り原稿
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講座２　実施報告

担当者 　亀山

日時 4月 26日（月）PM6時 45分～8時 45分 講師　千田、柄沢 通訳者 長南

テーマ 読み取り「自己紹介」 出席数 11名 欠席数 ０名

ねらい テープ 担当　成川

時間 学習内容及び指導方法 備考

6：45 教材は２人分のビデオ（A、B）

これを、(A)３人、(B)２人に区切って読んでもらった

・（単語読み、テープ吹き込みは省略）

(A)-1　「岡田さんの自己紹介」…真館

(A)-2　「岡田さんの自己紹介」…永島

(A)-3　「岡田さんの自己紹介」…生川

　各々終了後、千田より説明。柄沢補足説明。

(A)-1～(A)-3終了後に質問受ける

２回目

(A)-1　重田、(A)-2　杉本、(A)-3　矢板

　各々終了後、千田より説明。柄沢補足説明。

(B)-1　「引地さんの生い立ち」…北村

(B)-2　「引地さんの生い立ち」…福田

　各々終了後、千田より説明。柄沢補足説明

２回目

(B)-1　中村、(B)-2　田村、(B)全体　森下

　各々終了後、千田より説明。柄沢補足説明

8：20 終了

8：20 － 8：45　反省会反省

評価 ・ 時間的に厳しい

・ レベルに差がある時に,まだまだな人のために長く時間をさくべきか、合格しそうな人に

集中してしまってもいいのか？に迷った。

・ 今回はビデオが２本作れなかったので,、他の人に確認してもらえなかった。平成 11年

度用のビデオの画像が悪く、内容的にも合わなかったので、急遽他のテープを探すこと

になりまわりの人や担当、受講生にも迷惑をかけてしまった。

・ 新しい人にも「２回目に」ということで読んでもらったが黙ってしまう人もいた。

・ 文章が難しかったのか、技術が落ちたように思う

確認事頃



４／２６　読み取りビデオ
手話→日本語へ変換した原稿
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講座３　実施報告

担当者 　嵩

日時 5月 10日（月）PM6時 45分～8時 45分 講師　大津、石渡 通訳者 －

テーマ 聞き取り「趣味」 出席数 11名 欠席数 ０名

ねらい テープ 担当　柄沢

時間 学習内容及び指導方法 備考

6：45 大津さんの趣味についての文章を３つに区切って使用

A…１分 20秒、Ｂ…１分 42秒、Ｃ…２分 07秒

Ａ…①生川、②森下

大津解説

　　③田村、④杉本

　大津表現する

Ｂ…①福田、②北村

　　大津解説

　　③中村、④重田

　　Ｂを通して大津　表現する

Ｃ…永島、真館、矢板

　大津説明

7：50 休息

7：55 永島、生川、福田、北村、真館

１つ又は２つの文を表してもらう

２回目

(B)-1　中村、(B)-2　田村、(B)全体　森下

　各々終了後、千田より説明。柄沢補足説明

8：20 終了

8：20 － 8：45　反省会反省

評価 ・ 新しい人はテープでの練習を養成講座で初めてという人が多く、今回は①、②の人のを

見てもらって、解説をして、文章を配って、その後に表してもらった。

・ 今回は同じ単語を２度続けない様にということをテーマにした。

・ 来週はテープ、カセット、耳栓をもってきてください。

確認事頃 ・ レベルの差がありすぎるので、来年度の面接試験はもう少し厳しくチェックする必要が

ある。



５／１０　聞き取り原稿
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講座４　実施報告

担当者 　原

日時 5月 24日（月）PM6時 45分～8時 45分 講師　嵩、成川 通訳者 柄沢

テーマ 読み取り「趣味」 出席数 ８名 欠席数 ３名

ねらい テープ 担当　長南

時間 学習内容及び指導方法 備考

ビデオ２本用意した

　・小松さんビデオ　ＡとＢに２分割

　・橘川さん　Ｃ

6：45 ① Ａを全員で一斉に読み各自テープに吹き込む（２分）

② 皆の声が止まりがちな部分

 成川　チェック

 嵩　手話表現

③ 再度Ａを全員で①の続きに吹き込む。

④ ③を再生し読み取り状況っチェック

ビデオＢも、同様に①～④

7：35 休憩

7：40 Ｃ　同様に①～④

8：10 成川　Ａ，Ｂ，Ｃ通して読み取り

8：20 終了

8：20 － 8：45　反省会反省

評価 　・一つ一つの単語にとらわれず、状況表現が出来ることを目的とする。

　特に小松さんは早く、繰り返しが多いのですっきりした日本語にする

　・各自のテープは自宅で復習、チェックする。

・趣味に関しては経験していないことは読み取るのは難しいので是非多種類のビデオ教

材を用意して欲しい。

確認事頃 ・受講生の底上げを目的としない。

・試験方法など

「ゆり」「ろうあセンターだより」に載っているが、今年度初めて受講した方たちは正

確な情報をもっていないようだ。

・今年度は聴講のみで一次試験の受験をしない受講生がいるようなので面接の時に受験

についての確認が必要。

・来年度の講座日程表には県の試験についての日程を入れる。



５／２４　読み取りビデオ
手話→日本語へ変換した原稿

小松さん（１） （２）

（３）
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橘川さん（１） （２）
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講座５　実施報告

担当者 　蔵原

日時 ６月 7日（月）PM6時 45分～8時 45分 講師　嵩（良）、長南 通訳者 石渡

テーマ 聞き取り「趣味」 出席数 11名 欠席数 ０名

ねらい テープ 担当　成川

時間 学習内容及び指導方法 備考

ビデオ　橘川さん　Ａ，Ｂ，Ｃ

　　　　祖父江さん　Ａ、Ｂ，Ｃ，Ｄ　に分ける

6：45 橘川さんビデオ

①真館　Ａ

②生川　Ｂ

③北村　Ｃ

　各々終了時に、嵩　説明

新受講生に単語読みをしてもらう

④森下　Ａ

⑤重田　Ｂ

⑥中村　Ｃ

　嵩説明

7：30 長南　Ａ，Ｂ，Ｃ読み取る

7：45 祖父江さんビデオ

①田村　Ａ

②矢板　Ｂ

③永島　Ｃ

④福田　Ｄ

　各々終了時に、嵩説明

8：05 皆一斉に読み取る

嵩　品川聾学校について説明

8：10 長南　Ａ，Ｂ，Ｃ、Ｄ読み取る

8：20 終了

8：20 － 8：45　反省会反省

評価 ・ ２つのビデオともゆっくりで、読み易いものだったが思ったより読めなかった。

確認事頃 ・実力の差がありすぎる。来年度からは面接をもっと厳しくして欲しい。面接用のビデオ

に今回のものを使いたい。



６／７　読み取りビデオ
手話→日本語へ変換した原稿
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講座６　実施報告

担当者 　桐生

日時 ６月 21日（月）PM6時 50分～8時 50分 講師　千田、柄沢 通訳者 －

テーマ 聞き取り「ろう学校」 出席数 ８名 欠席数 ３名

ねらい テープ 担当　石渡

時間 学習内容及び指導方法 備考

単語にこだわらず手話として表現する。

文章は、伊藤政雄「教鞭をとって」

6：50 文章を５分割

①真館

②生川

③北村

④福田

⑤永島

　一人終わる毎に解説

7：20

｜

7：35

プリント配る

休憩

7：35 プリントの質問を受ける

①杉本

②重田

③田村

④真館

⑤杉本

・一人終わる毎に解説

・再度質問を受ける

・全員でテープに全文を表現する。

連絡事項など

8：25 終了

8：30 － 8：50　反省会反省

評価 ・ 分かり易い指導方法　どうしたらよいか？

・ 適切な表現　どうしたらよいか？

・ 上記の点で悩むので担当してこちらもどきどきする。

・ 教材（伊藤先生のビデオから取った）が良いと思う。

確認事頃



６／２１　聞き取り原稿
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講座７　実施報告

担当者 　蔵原

日時 ７月 5日（月）PM6時 45分～8時 45分 講師　千田、石渡 通訳者 成川

テーマ 聞き取り「趣味」 出席数 10名 欠席数 １名

ねらい テープ 担当　長南

時間 学習内容及び指導方法 備考

ビデオ　①松本さん　A,Bに分割　（２分 30秒）

　　　　②猪熊さん　A,B,C,D,E　（４分）

　　　　③猪熊さん　参考ビデオ　（１分 51秒）

6：45 松本さんのビデオ

１回目　A　福田、B　北村　…チェック千田

２回目　A　生川、B　真館　…チェック石渡

猪熊さんのビデオ

A　永島、B　田村、C　生川…チェック千田

２回目　A　福田、B　矢板、C北村　チェック石渡

7：30 休息

7：35 猪熊さんの参考ビデオ

・全員で各自テープに吹き込む

森下、永島

　D,E　真館

8：15 終了

8：20 － 8：45　反省会反省

評価 ・ 突然の担当者の交代は止めて欲しい

・ 猪熊さんが担当予定だったので、理容について少し話してもらえると思ったが出来なく

て残念だった。

・ 今後の教材の「ろうあ運動」のビデオを２本程用意して欲しい。

・ 教材のビデオテープは早目に用意してほしい。

確認事頃



７／５　読み取りビデオ
手話→日本語へ変換した原稿
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講座８　実施報告

担当者 　原

日時 7月 19日（月）PM6時 55分～8時 55分 講師　成川 通訳者 －

テーマ 聞き取り「労働」 出席数 ８名 欠席数 ３名

ねらい テープ 担当　柄沢

時間 学習内容及び指導方法 備考

6：55 文章を A,B,Cと３分割

①杉本　Ａ

②重田　Ｂ,C

③森下　A,B,Ｃ

④田村　A,B,C

⑤生川　A,B,C

表現上の留意点

　数字の表現を正確に

　語順の変換のために聞きだめをする

7：40 休憩

7：50 文章を D,Eと２分割

①生川　D

②福田　D

③北村　E

④真館　D,E

表現上の留意点

　人物の対比

　位置関係

8：25 終了

8：30 － 8：55　反省会反省

評価 ・ 聞き取り表現は聴障講師の体験を基に文章化することが多いので講師担当が直前に変

更になると対応できない（今回は、成川一人が担当になった）。

・ 手話単語、通訳姿勢等、参加聴障者にそのつどアドバイスをもらいました。

表現しているとき、体がふらふらするのが気になる（原）。

確認事頃 ・受講生に対して、欠席の事前連絡の重要さを再度確認して欲しい（会場で欠席の連絡を

受けたので予定通りに進行できなかった。



７／１９　聞き取り原稿

26



27

講座９　実施報告

担当者 　嵩

日時 ８月２日（月）PM6時 45分～8時 45分 講師　亀山（裕）、長南 通訳者 －

テーマ 聞き取り「ニューメディア」 出席数 ７名 欠席数 ４名

ねらい テープ 担当　石渡

時間 学習内容及び指導方法 備考

文章１　Ａ，Ｂに分割

文章２　Ａ、Ｂ，Ｃに分割

6：45 文章１（やさしい文章）

① Ａ　生川手話表現

　　　亀山　－注意、説明

②　B　永島手話表現

　　　亀山　－注意、説明

・メールの手話指導　、・位置関係

③亀山　模範手話表現（ろう的手話を使っての表現）

質疑応答

④A,B全文　北村手話表現

⑤　A　森下、田村、中村　B　杉本　に表現してもらう

7：30 休息

7：40 文章２（難しい文章）

①　A　永島手話表現

　　長南－注意と説明

②　Ｂ　北村手話表現

　　長南－注意と説明

③  Ｃ　生川　手話表現

　　長南－注意と説明

8：15 連絡事項など

8：25 終了

8：30 － 8：45　反省会反省

評価 ・ 始める前に不安な顔をしないように指導する。

・ 何人かの受講生が合格ラインぎりぎりだと思う。

 自信をもって表現するよう指導する。

・ 全体的にレベルアップしているように思う。

・ 位置をきちんと表現して欲しい。

確認事頃



８／２　聞き取り原稿
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講座１０　実施報告

担当者 　原

日時 ８月９日（月）PM6時 45分～8時 45分 講師　嵩、柄沢 通訳者 長南

テーマ 読み取り「ニューメディア」 出席数 ７名 欠席数 ４名

ねらい テープ 担当　成川

時間 学習内容及び指導方法 備考

ビデオ　村山さん　Ａ-1，A-2，A-3

　　　　中島さん　B-1，Ｂ-2，B-3，B-4　に分ける

6：45 村山さんのビデオ「携帯電話」

①生川　A-1、②真館　A-2、③北村　A-3

各々終了時に、嵩　説明

２回目

④中村　A-1、⑤杉本　A-2、⑥田村　A-3

　各々終了時に、嵩　説明

7：35 休憩

7：45 中島さんのビデオ「最近疑問に思ったこと」

①真館　B-1、②北村　B-2、③生川　B-3、④田村　B-4

一人ずつ終わったときにフォロー

２回目

①重田　B-1、②生川　B-2、③真館　B-3、④北村　B-4

　一人ずつ終わったときにフォロー

もう一度全員でテープを見る

テープを頭から「？」のところで止めて解説

8：15 終了

8：20 － 8：45　反省会反省

評価 ・ 村山さんのビデオの時はまあまあだったが、中島さんのビデオになったら新受講生の方

は全然だった。一生懸命やったら継続している人は大丈夫と思う。

・ 村山さんも普段に比べてビデオ用にテーマを合わせてわかりやすく話してくれている

と思った。

・ 中島さんも怒っているところやりとりになると早くなるが、それ以外のところは特に難

しくないと思ったが。

・ 中島さんの話は早すぎるという声もあった。

・ テーマに合う読み取りビデオがなかったので、中島さんのを使ったが「ニューメディア」

では他にどんなものが有ったら良かったか？

確認事頃



８／９　読み取りビデオ
手話→日本語へ変換した原稿

Ａ
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Ｂ－１ Ｂ－２

Ｂ－３ Ｂ－４
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65

講座１１　実施報告

担当者 　千田

日時 ８月 30日（月）PM6時 45分～8時 45分 講師　原、石渡 通訳者 －

テーマ 聞き取り「ニューメディア」 出席数 ;名 欠席数 6名

ねらい テープ#担当　柄沢

時間 学習内容及び指導方法 備考

原さんの携帯電話の文章

9：78 北村→真館→生川→永島

順に一人ずつ表現してもらう

携帯に関しては３回目なので、よくできていた

原稿を渡して今年入った方にやって頂く

テープの長さはゆっくり読んだので　３·２０µ

森下→八板→杉本→中村

順に表現してもらう

原さんよりコメント

:：68

　｜

:：73

質問を受ける

休息

:：73 「コンピュータは…・」の文章

$　生川、%　真館

$　北村、%　永島　　　　共にコメント石渡

パソコン経験の有無が手話表現にでるので、いろいろな経験が必要

;：58 終了

;：63#－# ;：78　反省会反省

評価 ・ 新しい方は自分でもテープを聞きながらの練習をもっとする必要がある。

・ 河原氏と寺沢氏が講師の時（<253、4324;、4424）は、講座の開始は 4<=33 から 53=63

まで

・ 43247　講師変更　橘川→渋谷

・ 43258　講師変更　山野→桐生

・ 44246が試験日なので、それに伴って日程変更

　　44248→442;　担当：千田、講師：嵩良美、石渡

　　44255→44248　担当：亀山、講師：橘川、成川

　　44255はなし。

確認事頃



８／３０　聞き取り原稿
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講座１２　実施報告

担当者 　桐生

日時 ９月６日（月）PM6時 45分～8時 45分 講師　原（佐）、成川 通訳者 柄沢

テーマ 読み取り「福祉制度」 出席数 10名 欠席数 １名

ねらい テープ 担当　長南

時間 学習内容及び指導方法 備考

ビデオ　原佐登美さん　３�　Ａ，Ｂ

　　　　嵩賢治さん　３�25　Ｃ、Ｄ　と分割する

6：45 （ビデオ　原さん）

Ａ＋Ｂ　田村、Ａ　杉本、Ｂ　重田、Ａ　中村、

Ｂ　矢板、Ａ＋Ｂ　森下

チェック　原、成川

見落としの多い箇所を原さんに表現してもらう

Ａ＋Ｂ　通してテープ流す（テープを持ってきた人は各自録音した）

7：25 休息

7：30 ビデオ　嵩さん

C　生川、D　北村

C　真館、D　永島

チェック　原、成川

　見落としの多い箇所を原さんに表現してもらう

8：00 全体の質疑

参考資料配布説明

　「秦野に引っ越してきた時に必要な手続き」

C,D　通してテープ流す（A,B同様各自録音）

8：15 終了

8：20 － 8：45　反省会反省

評価 ・手話だけに目がいっていまし口話を見ていない人が多い（原）

・受講者全員が手話通訳を目指しているのか？（原）

・単語はしっかり見えているが日本語に変えるのが難しい

確認事頃



９／６　読み取りビデオ
手話→日本語へ変換した原稿
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講座１３　実施報告

担当者 　蔵原

日時 ９月２０日（月）PM７時００分～９時００分 講師　河原、長南 通訳者 石渡

テーマ 読み取り「福祉制度」 出席数 ９名 欠席数 ２名

ねらい テープ 担当　長南

時間 学習内容及び指導方法 備考

ビデオ　河原さん

　１．介護保険制度　A,B　分割

　２．手話通訳派遣制度　A,B　分割

7：00 １．介護保険制度について

(1)A．北村　B．永島　　読み取り

(2)A．杉本　B．森下　読み取り

(3)ビデオを区切りながら、詳しく手話の説明

(4)A,B　全体を北村　読み取り

(5)介護保険制度の問題点を説明（河原）

　（調査項目、ｺﾆｭﾆｹｰｼｮﾝ、ｻｰﾋﾞｽ事業者選択）

7：45 休息

7：50 ２．手話通訳制度

(1)A真館　B生川　読み取り

(2)A矢板　B重田　読み取り

(3)ビデオを区切りながら詳しく説明

(4)A,B　全体　田村

(5)昨年７月に厚生省から出された手話奉仕員養成派遣事業を手話通

訳者養成派遣事業のｶﾘｷｭﾗﾑについて説明

8：30 終了

8：30 － 9：00　反省会反省

評価 ・初めてこのような方法で教えたが、やり方はよかったと思う。ﾋﾞﾃﾞｵの内容をもう少し

工夫し、細かい説明を漏りこんだほうが良かったと思う（河原）

・簡単すぎると思ったが、意外に読み取れず驚いた。知識があればもう少しスムーズに読

み取れたと思う。

・初めて会う人の手話を読み取るのは難しい。河原さんの手話は話が続いてしまうので、

一つの手話をおとしてしまうと読み取れなくなってしまう。手話の繰り返し、区切りがな

いので、かえって難しい面がある。

・読み取りが上手と思っていた人達が読めなかったのでショックを受けた。

確認事頃



９／２０　読み取りビデオ
手話→日本語へ変換した原稿
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講座１４　実施報告

担当者 　嵩

日時 ９月 27日（月）PM6時 45分～8時 45分 講師　原、柄沢 通訳者 －

テーマ 聞き取り「ニューメディア」 出席数 ８名 欠席数 ３名

ねらい テープ 担当　石渡

時間 学習内容及び指導方法 備考

テープ

補聴器について（原）

介護保険制度について（柄沢）

6：45 補聴器について　（２分割）

（前半）　杉本、（後半）森下

（全体）　矢板

一人ずつ終了後漏れたところ説明

文章を配って、原　全体 tの意見と表現を説明

休息

7：30 「補聴器について」　質問を受けつける

「介護保険制度について」

　真館…表現の後間違いを説明

生川…表現の後間違いを説明

永島…表現の後間違いを説明

３人終わったところで全文の説明

表現２回目「介護保険制度について」

（前半）田村…表現のあと説明

（後半）北村…表現のあと説明

8：15 終了

8：15 － 8：45　反省会反省

評価 ・ 補聴器は比較的簡単だったと思ったが、申請手続きや補助金制度について知らないと難

しい。

・ 介護保険制度は、内容を知らないと表せない。慣用的な言い方など、よく出るものをそ

のまま手話表現すると意味が通じない。

・「よく知っている」「得意」な分野は表現がうまかった。

　「苦手」な人はすぐ分かった。

確認事頃



９／２７　聞き取り原稿
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講座１５　実施報告

担当者 　嵩

日時 10月 4日（月）PM6時 45分～8時 5０分 講師　渋谷、石渡 通訳者 成川

テーマ 読み取り「ろうあ運動」 出席数 ８名 欠席数 ３名

ねらい テープ 担当　長南

時間 学習内容及び指導方法 備考

ビデオ

　（１）桑原さん「一人暮らしについて」

　（２）堀家さん「ろうあ運動について」

6：45 （１）のテープを

生川→北村→真館

渋谷･･…チェック

通して皆で見て質問を受ける

　中村→矢板

7：15 休息

7：20 （２）のテープを３分割

　A永島→A真館

　B森下→B矢板

　C永島→C生川

　A,B､C　通して見て分からない所を質問を受ける。

　通して…北村

8：15 終了

8：20 － 8：50　反省会反省

評価 ・講師の交代があったので、予定していた橘川さんのビデオは使わなかった。

・講座で使用するビデオは、嵩さんに言って元テープからダビングしてもらう。

・次回は、テープ担当は柄沢さん→長南さんに変更（柄沢さんは、河原さんと打合せのた

め）。

・10/18、10/25は受講生の手話表現をビデオ撮りする。

・渋谷さん･…左の席の人達は、ろう協の行事にもっと積極的に参加し、ろう者と交流す

る必要がある。

確認事頃



１０／４　読み取りビデオ
手話→日本語へ変換した原稿
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講座１６　実施報告

担当者 　桐生

日時 10月 18日（月）PM6時 45分～8時 45分 講師　寺沢、成川 通訳者 －

テーマ 聞き取り「ろうあ運動」 出席数 ９名 欠席数 ２名

ねらい テープ 担当　長南

時間 学習内容及び指導方法 備考

テープ

寺沢さんの話「ろうあ運動」を文章化したもの

6：45 １．北村　２．真館　３．永島　４．生川

５．森下　６．矢板　７．重田　８．杉本

９．中村

順次ビデオに収録する

収録時に気づいた箇所は、テキストに記入し各自に渡す

8：15 再生しながらチェック

再生する時間がほとんどなかった。各自への注意事項のみで時間

切れ

8：30 終了

8：30 － 8：45　反省会反省

評価 ・収録に時間がかかるので、次回（25日）はビデオを２台用意し、二人ずつ収録とした方

がよい

・イヤホンを使わず再生したので聞き取りずらい音声が多かった。次回は、大きいテープ

デッキを用意したい。

（寺沢）

講習会についてしっかり把握できていなかったので、進め方など戸惑った。

確認事頃



１０／１８　聞き取り原稿
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講座１７　実施報告

担当者 　蔵原

日時 10月 25日（月）PM7時 00分～9時 00分 講師　桐生、長南 通訳者 －

テーマ 聞き取り「ろうあ運動」 出席数 ８名 欠席数 ３名

ねらい テープ 担当　柄沢

時間 学習内容及び指導方法 備考

テープ

桐生さんの話「ろうあ運動」の活動を元にした文章

7：00 ビデオ撮り

文章を A,Bに分け表現してもらった

Aは比較的簡単な内容

Bは今年度試験を受ける人対象にした内容

ビデオ撮りを２つに分けて行う

（他の人は、廊下で待機する）

Bの文章

１．①永島　　②真館

２．①� 生川　②� 北村

Aの文章

１．①森下　　②杉本

２．①� 重田　②� 中村

7：45 ビデオを見ながら説明

今年度受験する４名だけのビデオを見ながらチェックした。

8:：10 桐生さん　手話表現

8：20 終了

8：20 － 8：45　反省会反省

評価 ・収録に時間がかかりすぎたように思う。

・今年度の試験はビデオを元にした採点なので、ビデオ収録を２回経験したのはよかった

と思う。

確認事頃

カセットビデオ ビデオ

仕
切
り
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講座１８　実施報告

担当者 　桐生

日時 11月１日（月）PM7時 00分～9時００分 講師　河原、柄沢 通訳者 長南

テーマ 読み取り「今年のニュース」 出席数 ５名 欠席数 ６名

ねらい テープ 担当　成川

時間 学習内容及び指導方法 備考

ビデオ

　（１）東海村の事故

（２）台湾の災害

（３）労働について

7：00 （１）永島、北村、生川、真館

１回目は全員でビデオ見る

２回目にテープに吹き込む

再生し（手話表現を見て）落ちたところチェック

＜ビデオ再生を繰り返して質問・回答＞

（２）真館、生川、北村、永島

１回目は全員でビデオ見る

２回目にテープに吹き込む

＜ビデオ再生し質疑＞

7：45 休息

7：55 （３）永島、北村、生川、真館

１回目は全員でビデオ見る

２回目は全員でビデオ見る

３回目にテープに吹き込む

＜繰り返しビデオ再生し質疑＞

8：30 終了

8：30 － 9：00　反省会反省

評価 ・ビデオがム図化し過ぎたと思う。

・受講生が不安そうだった。試験が近いので試験に合った（口話、手話）はっきりした人

を撮れば良いと思う。

・手話対策部などで話し合って、ビデオ（教材）の交換などできるようにして欲しい。

・しないで、この場だけという約束で撮っているので、その人達に確認が必要だと思う。

確認事頃



１１／１　読み取りビデオ
手話→日本語へ変換した原稿
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講座１９　実施報告

担当者 　千田

日時 11月 8日（月）PM6時 45分～8時 45分 講師　嵩（良）、石渡 通訳者 －

テーマ 聞き取り「ろうあ運動」 出席数 ９名 欠席数 ２名

ねらい テープ 担当　成川

時間 学習内容及び指導方法 備考

テープ

（１）玄倉川の災害

（２）通り魔事件

（３）第１３回世界ろう者大会

　　各３分ずつ、かなりゆっくり吹き込んだ

6：45 ①真館、　①生川

　チェック＋解説、質問受ける

①-A　矢板、①-B　永島

　チェック、解説、質問

②-A　杉本、　②-B　矢板

7：38 休息

7：45 ③永島、③生川、③真館、④北村

チェック、解説、質問受ける

8：15 終了

8：15 － 8：45　反省会反省

評価 ・想像以上に皆さんよく出来た。もっと文章を難しくいた方が良かった。

・試験の前だから、自信を持たせる意味で難しくしない方がいい。

・試験を控えている人達は、落ち着いてよくやっていた。

・欠席者は、必ず連絡すること。

・来年の面接はもっと厳しくすべき。

確 認 事

頃



１１／８　聞き取り原稿
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講座２０　実施報告

担当者 　亀山

日時 11月 15日（月）PM6時 45分～8時 45分 講師　成川 通訳者 柄沢

テーマ 反省会 出席数 8名 欠席数 3名

ねらい テープ 担当　長南

・市外から来ているので時間的に難しい

・読み取り用の教材の貸出をして欲しい。

・聞き取り表現では、通訳者としての姿勢・表し方が勉強になった。

・サークルと違う刺激があってよかった。

・様子を見にくるつもりだったが、いきなり受講生となったので大変だった。

・単語をもっと覚える必要性を感じた。

・来年もまた来ます。

・聞き取り表現の模範ビデオを撮ってほしい。

・テープへの吹き込みは試験に合わせ早めのスピードがよい。

・聞き取り、読み取りでの厳しい指摘が欲しい。

・ビデオ教材の地域を広げて欲しい（多くのろう者の手話を見たい）。

・聞き取り表現は、上達したと思うが、読み取りが苦手。

・顔なじみのせいもあるが悪い面の指摘が少ない。

・読み取りでの見溜めが出きるようになった。

・皆の前に立って表現するのも初めてなので緊張した。

8：45 終了

備考

・反省内容を、来月の養成講座運営会議で検討。反省

評価

確認事頃



付録１付録１付録１付録１　　　　手話通訳者手話通訳者手話通訳者手話通訳者養養養養成成成成講講講講座座座座規規規規約約約約
平成９年４月から、秦野市聴覚障害者協会と秦野市手話通訳者の共催で手話通訳者

（士）養成講座を始めるにあたって、以下の内規を定めた。

秦野市聴覚障害者協会手話通訳者（士）養成講座規約

１． 名称

　本講座は、「秦野市聴覚障害者協会手話通訳者（士）養成講座」と称する。

２．目的

　本講座の目的は、手話通訳者（士）の養成とする。

３．事務所

　本講座の事務所は、秦野市聴覚障害者協会の手話対策部部長宅に置く。
　

４．受講資格

　下記の（１）、（２）、（３）の条件を全て満たし、面接試験に合格した者

　（１）手話通訳者（士）試験を受ける意志のある人

　（２）秦野市聴覚障害者協会の賛助会員

　（３）聾唖者と日常会話が不自由なくできるレベルであること

５．受講料

　本講座の受講料は毎月５００円とする。

６．開催

　本講座は、毎月２回開催する。

７．運営・企画

　本講座は、秦野市聴覚障害者協会と手話通訳者が協力し、手話対策部部長が責任を

もって進める。

８． 運営費

　本講座は、受講料により運営する。

９．その他

　本規約は平成９年４月１日より施行する。



付録付録付録付録２２２２　「手話通訳者養成講座」募集案内



付録付録付録付録３３３３　「平成１１年度神奈川県手話通訳者養成講習会」案内
　主催は神奈川県ろうあセンター。

　この講習会を終了すると、神奈川県手話通訳者試験を受験できる。

　




